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【目　　　的】

　片側性唇顎口蓋裂患者における外鼻変形の特徴として
左右非対称性があげられる。そのため，片側性唇顎口蓋
裂患者における外鼻形態に関する評価は正面観の評価が
一般的で，側面からの評価はほとんど行われていない。
また，片側性唇顎口蓋裂患者の頭蓋顔面骨格の経年的成
長変化について調べた研究はいくつか認められるが，外
鼻形態側面観の経年的変化についての報告はわずかであ
る 1）。本研究では，片側性唇顎口蓋裂患者の側貌外鼻形
態が成長に伴ってどのように変化していくのかについて
長期的に評価した。

【方　　　法】

　対象は，Hotz 床併用二段階口蓋形成手術で治療した
片側性唇顎口蓋裂患者，男子 11 名，女子 12 名（1982
～ 1990 年生まれ）。資料は，６歳から 14 歳までに撮影
された側面セファログラムを６歳群，８歳群，10 歳群，
12 歳群，14 歳群に分類し，トレースを行い前頭蓋底の
諸構造を基準に重ね合わせた後，８歳時におけるトレー
スのFH平面をＸ軸，Ｘ軸と直交しＮ点を通る直線をＹ
軸とする座標系を設定し 2）（図１），外鼻，上顎骨につ
いて計測を行った（図２）。また，各年齢における外鼻
を鼻尖で重ね合わせた後，鼻尖角（∠５）を設定して鼻
尖形態の変化を調べた（図３）。

【結果および考察】

　鼻骨は，８，10，12，14 歳の女子で，男子より鼻骨
下端が下方に位置し（Rhi（y）），また，14 歳の男子で，
頭蓋底に対する鼻骨下端の突出度（∠SNRhi）が大きかっ
た（表１）。
　外鼻についてみると，鼻底の方向（∠３）は，女子が
男子に比べて鼻が上向きとなる傾向が強く，鼻底部の形
態（∠４）は，男子が女子に比べて丸い傾向になること
が示された（表１）。一方，外鼻形態と硬組織の関係を
みると，男子では上顎骨の前方への変化量が大きいほど
鼻底の向きの変化量も大きくなり，上顎骨の前後的位置
が鼻底の向きに影響を及ぼしていることが示唆された
（表２）。これに対して，女子では上顎骨の下方への変化
量が大きいほど鼻底が丸くなる傾向が認められ，上顎骨
の垂直的位置が鼻底部の形態に影響を及ぼしていると考
えられた（表２）。
　女子の鼻尖角は男子に比べて有意に大きく鈍角で，か
つ丸い傾向にあることも示された（表３）。さらに，鼻尖
角の変化量は各年齢間（２年）で男女ともに１°以下で
あったことから，今回観察した年齢の範囲では，鼻尖形
態は大きく変化せず保たれるものと推察された（表３）。
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図１　基準線の設定
　６歳時から 14 歳時における側面セファログラムのトレー
スを重ね合わせた後，８歳時におけるトレースのFH平面を
Ⅹ軸（horizontal plane），Ⅹ軸と直交しＮ点を通る直線をＹ
軸（vertical plane）とする座標系を設定し，Ｘ軸とＹ軸との
交点を原点とした。
　なお，Ｘ軸では前方を，Ｙ軸では下方を＋と設定した。
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【結　　　論】

　片側性唇顎口蓋裂患者では，鼻骨下端の水平的，垂直
的位置や頭蓋底に対する鼻骨の前方突出度および上顎骨
の位置が外鼻形態に影響を及ぼしていることが示され，
また，成長に伴う変化は男女間で種々の特徴のあること
が明らかとなった。さらに，鼻尖形態は成長による変化
が少なく，本来の形態的特徴を保ちながら成長していく
ことが示唆された。

図２　計測点および計測項目
（硬組織上の計測点）
Ｓ：Sella
Ｎ：Ｎasion
Rhi：Rhinion；鼻骨間縫合の最下端点
ANS：Anterior Nasal Spine
Ａ：PointＡ
（外鼻上の計測点）
Prn：鼻尖点
Sn：鼻下点
Sp： 鼻尖下点；鼻底部においてPrn と Snを通る直線から最

も遠い点
Prn（x）－ Sn（x）：鼻の高さを表す

（角度計測項目）
∠SNRhi
∠ SNA
∠１：Prnを通り，鼻背に接する線とＹ軸のなす角
∠２：∠１の接線と，Snと Prnを結ぶ直線のなす角
∠３： 鼻底の方向を表し，Snと Spを結ぶ直線とＹ軸のなす角
∠４： SnとPrnを結ぶ直線とSnとSpを結ぶ直線のなす角（鼻

底部の彎曲度を表す）

図３　鼻尖角の設定
　８歳時の Sn － Sp と，各年齢における FH平面と鼻背の
交点を通り，FH平面より下方の鼻背部に接する線とのなす
角
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 表１　鼻骨，外鼻の計測項目 p ＜ 0.05＊

p ＜ 0.01＊＊

８歳 10歳 12歳 14歳
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D. 平均　S.D.

鼻骨の計測値
Rhi(x) 7.2 ± 1.8 7.2 ± 1.6 9.5 ± 2.0 10.4 ± 2.9 12.1 ± 2.3 13.0 ± 3.0 15.3 ± 2.8 14.8 ± 2.6
Rhi(y) -4.0 ± 2.9 -1.9 ± 2.8＊ -2.8 ± 3 0.4 ± 2.2＊＊ -2.2 ± 3.4 2.1 ± 2.0＊＊ -0.3 ± 4.1 2.7 ± 1.9＊

∠ SNRhi(° ) 99.1 ± 3.8 97.1 ± 4.5 99.1 ± 2.7 98.2 ± 4.8 99.9 ± 3.0 98.9 ± 5.3 102.5 ± 3.2 99.4 ± 5.1＊

外鼻の角度計測
∠ 1(° ) 22.3 ± 2.4 22.3 ± 3.6 22.0 ± 2.2 22.4 ± 4.4 22.9 ± 2.3 22.8 ± 4.2 23.1 ± 2.1 23.1 ± 4.1
∠ 2 111.9 ± 2.5 113.4 ± 4.1 111.4 ± 3.4 109.7 ± 4.8 108.5 ± 5.3 107.9 ± 5.8 105.8 ± 4.5 105.1 ± 5.6
∠ 3 67.1 ± 5.4 63.6 ± 3.5＊ 69.3 ± 5.7 66.8 ± 4.4 72.5 ± 7.2 68.3 ± 4.5＊ 76.8 ± 6.1 72.1 ± 4.9＊

∠ 4 22.2 ± 3.7 19.3 ± 2.2＊＊ 23.4 ± 3.6 19.4 ± 1.6＊＊ 24.1 ± 4.7 19.6 ± 2.3＊＊ 25.4 ± 5.0 20.3 ± 1.4＊＊

表２　外鼻と上顎骨の変化量の関係

８－ 14歳 外鼻の角度計測項目 ∠ 1 ∠ 2 ∠ 3 ∠ 4
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

ANS（x） ns ns 0.67＊＊ ns 0.67＊＊ ns ns ns

ANS（y） ns ns ns ns ns ns ns 0.67＊＊

表３　鼻尖角の変化

８歳 10歳 12歳 14歳
鼻尖角 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

平均S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D.
87.2 ± 4.7 91.3 ± 4.5＊＊ 87.6 ± 4.6 91.7 ± 4.8＊＊ 88.1 ± 5.4 91.3 ± 5.2 86.9 ± 5.6 91.3 ± 5.2＊

８－ 10歳 10－ 12歳 12－ 14歳 ８－ 14歳
 0.4 ± 0.7 0.0 ± 0.0＊  0.3 ± 1.3 -0.5 ± 0.5＊＊  0.1 ± 1.3  0.0 ± 0.0  0.6 ± 2.0 -0.5 ± 0.5＊


